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日
本
の
皇
室
は
、
世
界
で
最
古
の
王

室
と
し
て
ギ
ネ
ス
に
も
認
定
さ
れ
て
い

る
。
神
話
伝
承
の
類
い
を
差
し
引
い
て

も
、
１
３
０
０
年
以
上
の
歴
史
が
あ

る
。
２
位
は
デ
ン
マ
ー
ク
で
１
０
０
０

年
、
３
位
は
イ
ギ
リ
ス
の
９
０
０
年
ほ

ど
だ
そ
う
だ
。
ま
た
日
本
に
は
創
業
１

０
０
年
を
超
え
る
１
０
０
年
企
業
が
３
万
３
０

０
０
社
あ
る
。
こ
れ
も
世
界
一
だ
そ
う
だ
。
世

界
の
１
０
０
年
企
業
の
数
は
８
万
社
と
い
わ

れ
、
そ
の
４
割
は
日
本
が
占
め
て
い
る
。
世
界

保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
に
よ
る
と
２
０
２
２
年

度
の
国
民
の
平
均
寿
命
も
日
本
が
世
界
ナ
ン
バ

ー
ワ
ン
。
政
体
も
企
業
も
、
そ
し
て
人
の
寿
命

も
長
い
日
本
。
日
本
の
未
来
、
日
本
の
良
さ
を

生
か
す
に
は
こ
の
あ
た
り
に
ヒ
ン
ト
が
あ
り
そ

う
だ
▼
長
寿
命
の
理
由
を
考
え
る
と
、
日
本
は

欧
州
や
中
国
の
よ
う
に
国
内
域
内
で
激
し
く
争

う
こ
と
も
少
な
く
、
政
体
が
長
く
安
定
し
て
い

た
。
極
東
の
島
国
と
し
て
、
国
内
が
主
戦
場
に

な
る
こ
と
も
、
第
２
次
世
界
大
戦
に
な
る
ま
で

長
ら
く
な
か
っ
た
。
こ
う
考
え
る
と
、
日
本
は

根
本
の
組
織
・
体
制
を
覆
す
よ
う
な
革
命
で
は

な
く
、
そ
の
時
々
で
主
導
権
を
交
代
し
、
小
さ

な
変
化
を
繰
り
返
す
こ
と
で
脈
々
と
歴
史
を
紡

い
で
き
た
こ
と
が
分
か
る
。
よ
く
言
え
ば
、
過

去
を
尊
重
し
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
国
、
悪
く

言
え
ば
、
変
わ
れ
な
い
国
。
果
た
し
て
本
質
は

ど
っ
ち
だ
ろ
う
か
？
　
▼
製
造
業
Ｄ
Ｘ
が
賑
や

か
で
、
Ｘ
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
、
今
の
あ
り
方
を
ひ
っ
く
り
返
す
革
命

的
な
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し

か
し
日
本
に
合
っ
て
い
る
や
り
方
、
ま
た
は
世

界
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
本
当
に
Ｘ
な
の
だ

ろ
う
か
。
実
際
の
成
功
例
は
、
過
去
に
積
み
上

げ
て
き
た
実
績
や
経
験
、
そ
れ
に
裏
打
ち
さ
れ

た
技
術
や
ブ
ラ
ン
ド
を
生
か
し
な
が
ら
、
既
存

事
業
を
強
化
し
た
り
、
新
た
な
収
益
源
を
求
め

る
も
の
で
、
イ
メ
ー
ジ
す
る
よ
う
な
革
命
的
で

短
期
的
に
効
果
が
出
る
よ
う
な
Ｘ
で
は
な
い
。

大
事
な
の
は
、
過
去
と
現
在
、
そ
し
て
現
場
を

尊
重
し
、
収
益
を
高
め
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
変

わ
る
こ
と
。
壊
さ
ず
生
か
し
生
き
残
る
。
必
要

な
の
は
、
急
が
ず
に
、
だ
が
休
ま
ず
に
改
良
を

続
け
る
こ
と
だ
。

長寿命の国日本　急がずに、だが休まずに時代を進め

　
︻
お
知
ら
せ
︼

　
本
紙
６
月
14
日
付
は
休

刊
し
、
次
号
は
６
月
21
日

付
で
発
行
い
た
し
ま
す
。

 

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞

山本清博氏

米
企
業
と
提
携

植
物
工

場
向
け

自
動
化
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン

提
供

安川電機

（
以
下
Ｏ
ｉ

ｓ
ｈ
ｉ
ｉ

社
）
と
資
本

業
務
提
携
を

行
い
、
Ｏ
ｉ

ｓ
ｈ
ｉ
ｉ
社

の
植
物
工
場

に「
i3
―
Ｍ

ｅ
ｃ
ｈ
ａ
ｔ

ｒ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ

ｓ
」
に
基
づ

く
自
動
化
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
提
供

し
、
農
業
・

食
品
分
野
で

の
自
動
化
の

　
安
川
電
機
は
、
い
ち
ご
の

植
物
工
場
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
米

・
Ｏ
ｉ
ｓ
ｈ
ｉ
ｉ
Ｆ
ａ
ｒ
ｍ

Ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
ｏ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
を
目

指
す
＝
写
真
。

　
Ｏ
ｉ
ｓ
ｈ
ｉ
ｉ
社
は
米
国

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
を
拠

点
に
い
ち
ご
を
製
造
・
販
売

す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
あ

り
、
栽
培
サ
イ
ク
ル
が
長
く

最
も
高
度
な
農
作
物
と
言
わ

れ
る
い
ち
ご
を
、
ハ
チ
に
よ

る
自
然
受
粉
を
用
い
、
世
界

で
初
め
て
安
定
量
産
す
る
こ

と
に
成
功
。
雨
・
空
気
・
熱

・
光
・
栄
養
な
ど
の
自
然
要

素
を
植
物
に
と
っ
て
最
適
な

条
件
で
再
現
し
、
将
来
的
に

は
い
ち
ご
の
完
全
自
動
生
産

の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

　
一
方
、
安
川
電
機
は
新
中

期
経
営
計
画
の
な
か
で
メ
カ

ト
ロ
ニ
ク
ス
応
用
領
域
の
事

業
拡
大
を
掲
げ
て
お
り
、
工

場
自
動
化
技
術
を
農
業
・
食

品
分
野
に
活
用
す
る
取
り
組

み
を
強
化
し
、
グ
ル
ー
プ
会

社
で
植
物
工
場
シ
ス
テ
ム

「
ア
グ
リ
ネ
」
を
開
発
・
販

売
し
て
い
る
。

　
今
回
の
資
本
業
務
提
携
に

よ
り
、
Ｏ
ｉ
ｓ
ｈ
ｉ
ｉ
社
が

今
後
建
設
予
定
の
工
場
で
行

う
全
行
程
（
播
種
・
育
苗
〜

収
穫
・
検
査
〜
箱
詰
め
・
出

荷
）
の
自
動
化
の
取
り
組
み

に
対
し
て
、
安
川
グ
ル
ー
プ

が
も
つ
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
製

品
お
よ
び
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
提
供
し
て
い
く
。

Ａ
Ｒ
Ｃ
産
業
フ
ォ
ー
ラ
ム

東
京
・
両
国
で
開
催 「

Ｓ
Ｃ
Ｃ
Ｒ
ポ
ー
タ
ル

」開
設

富
士
電
機

機
器
制
御

メ
ー
カ
ー
８
社
協
賛

６月20日

　
Ａ
Ｒ
Ｃ
ア
ド
バ
イ
リ
・
グ

ル
ー
プ
主
催
、
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
新
聞
な
ど
協
賛
の

「
Ａ
Ｒ
Ｃ
産
業
フ
ォ
ー
ラ
ム

ア
ジ
ア
２
０
２
３
」
が
、
東

京
・
両
国
の
Ｋ
Ｆ
Ｃ
ホ
ー
ル

＆
ル
ー
ム
で
６
月
20
日
開
催

さ
れ
る
。

　
今
年
の
Ａ
Ｒ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
テ
ー
マ
は
、
「
デ
ジ
タ

ル
化
を
通
じ
て
持
続
可
能

性
、
エ
ネ
ル
ギ
転
換
、
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
改
善
を
促
進
」。

　
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
、
デ

ジ
タ
ル
変
革
は
次
の
フ
ェ
ー

ズ
へ
、
次
世
代
プ
ラ
ン
ト
制

御
と
自
律
運
転
、
デ
ジ
タ
ル

ツ
イ
ン
と
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク

ト
リ
、
産
業
制
御
シ
ス
テ
ム

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、

プ
ラ
ン
ト
の
デ
ー
タ
管
理
と 

Ａ
Ｉ
活
用
、
エ
ネ
ル
ギ
転
換

と
脱
炭
素
へ
の
取
り
組
み
、

モ
ジ
ュ
ラ
―
プ
ラ
ン
ト
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
強
靭
化
、

人
材
育
成
な
ど
の
講
演
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

　
参
加
費
用
は
６
万
５
０
０

０
円
（
６
月
13
日
ま
で
の
申

し
込
み
は
３
万
２
０
０
０

円
）
。

　
参
加
問
い
合
わ
せ
は
Ａ
Ｒ

Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
（arcjapan@

arcweb.com

）
ま
で
。

　
世
界
最
大
級
の
食
品
製
造

総
合
展
「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ａ
　
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
２
３
」
が
、

６
月
６
日
か
ら
９
日
ま
で
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ

れ
る
。
今
回
の
テ
ー
マ
は

「
Ａ
ｃ
ｃ
ｅ
ｌ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｅ

　
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ａ
」
と
し
、
多

様
化
す
る
食
シ
ー
ン
へ
の
課

題
の
解
決
に
向
け
た
最
新
技

術
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
ビ
ジ
ネ

ス
加
速
を
提
案
す
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
食
品
製
造
機

械
だ
け
で
な
く
、
高
度
画
像

処
理
・
セ
ン
サ
ー
技
術
、
ロ

ボ
ッ
ト
技
術
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ

Ｔ
技
術
等
先
進
技
術
を
活
用

し
た
高
度
化
、
自
動
化
な
ど

最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と

最
新
鋭
の
製
品
や
シ
ス
テ
ム

を
数
多
く
展
示
し
、
必
要
資

材
の
再
利
用
、
廃
棄
物
の
資

源
化
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の

推
進
な
ど
環
境
配
慮
型
の
技

術
も
展
示
す
る
。

　
食
品
業
界
は
深
刻
化
が
加

速
し
て
お
り
、
Ｆ
Ａ
技
術
を

使
っ
た
自
動
化
・
省
人
化
へ

の
ニ
ー
ズ
は
高
く
、
Ｆ
Ａ
企

業
の
出
展
も
年
々
増
加
し
て

い
る
。
今
年
も
三
菱
電
機
、

安
川
電
機
、
日
立
グ
ル
ー

プ
、
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
、
Ｓ
Ｍ
Ｃ
、

Ｃ
Ｋ
Ｄ
、
オ
プ
テ
ッ
ク
ス
・

エ
フ
エ
ー
を
は
じ
め
、
フ
ァ

ナ
ッ
ク
、
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー

ブ
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ロ
ボ
ッ

ト
な
ど
ロ
ボ
ッ
ト
企
業
も
数

多
く
出
展
し
て
い
る
。

�

（
関
連
特
集
４
・
５
面
）

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ａ　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
２
３

FA・ロボット企業も多数
東京ビッグサイト ６月９日まで

Ｊ
Ａ
Ｒ
Ａ「
２
０
２
２
年
ロ
ボ
ッ
ト
統
計
」

全
項
目 

１
兆
円
超
え

受
注
・
生
産
・
出
荷
額

巨
大
産
業
に

　
２
０
２
２
年
日
本
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
市
場
は
、
年
間
の
受
注
額
・
生
産
額
・

出
荷
額
の
全
て
で
１
兆
円
を
突
破
し
、
名
実
と
も
に
１
兆
円
の
巨
大
産
業
と
な
っ

た
。

　
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
工
業
会

（
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ａ
）
が
発
表
し
た

「
マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
タ
、
ロ
ボ

ッ
ト
統
計
受
注
・
生
産
・
出

荷
実
績
２
０
２
２
年
暦
年

【
会
員
＋
非
会
員
】
」
に
よ

る
と
、
２
０
２
２
年
の
同
会

の
会
員
と
非
会
員
を
含
め
た

年
間
受
注
台
数
と
受
注
額

は
、
対
前
年
比
０
・
０
％
増

の
29
万
９
０
９
３
台
、
３
・

１
％
増
の
１
兆
１
１
１
８
億

円
で
過
去
最
高
を
記
録
。
年

間
生
産
台
数
と
生
産
額
は
、

９
・
１
％
増
の
28
万
51
台
、

８
・
７
％
増
の
１
兆
２
１
０

億
円
で
過
去
最
高
と
な
っ

た
。
年
間
出
荷
台
数
と
出
荷

額
は
８
・
１
％
増
の
28
万
２

９
３
４
台
、
９
・
２
％
増
の

１
兆
５
０
９
億
円
と
な
っ

た
。
す
で
に
１
０
０
０
年
に

１
兆
円
超
え
を
果
た
し
て
い

た
年
間
受
注
額
に
続
き
、
年

間
生
産
額
と
年
間
総
出
荷
額

が
初
め
て
１
兆
円
の
大
台
を

超
え
た
こ
と
に
よ
り
、
全
項

目
で
１
兆
円
を
突
破
し
た
。

　
用
途
別
の
出
荷
台
数
・
金

額
で
は
、
成
長
著
し
い
半
導

体
な
ど
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
用

は
４
万
１
８
６
２
台
（
25
・

１
％
増
）
、
１
６
５
２
億
５

７
０
０
万
円
（
24
・
８
％

増
）
と
大
き
く
伸
び
、
溶
接

向
け
は
４
万
６
９
５
４
台

（
１
・
０
％
増
）
、
１
２
４

４
億
６
７
０
０
万
円
（
６
・

０
％
増
）
、
組
立
は
４
万
３

０
９
２
台
（
11
・
６
％

減
）
、
１
１
０
８
億
８
０
０

０
万
円
（
23
・
２
％
増
）
と

な
っ
た
。
ま
た
機
械
加
工
向

け
が
１
万
５
４
６
１
台
（
74

・
４
％
増
）
、
２
９
８
億
５

３
０
０
万
円
（
77
・
８
％

増
）
と
急
拡
大
、
マ
テ
ハ
ン

向
け
も
７
万
７
４
５
４
台

（
11
・
５
％
増
）
と
二
桁
伸

び
と
な
っ
た
。

　
仕
向
地
別
で
は
、
国
内
出

荷
台
数
・
出
荷
額
は
４
・
９

％
増
の
５
万
２
４
１
５
台
、

４
・
７
％
増
の
２
３
３
５
億

円
で
前
年
を
上
回
っ
た
。
こ

の
う
ち
業
種
別
で
は
、
自
動

車
は
１
万
２
５
７
９
台
（
６

・
９
％
減
）
、
５
４
１
億
８

０
０
０
万
円
（
11
・
３
％

減
）
で
出
荷
台
数
・
金
額
と

も
に
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
と
な

っ
た
が
、
電
気
機
械
が
２
万

７
０
７
台
（
10
・
５
％

増
）
、
９
５
５
億
４
９
０
０

万
円
（
16
・
８
％
増
）
と
大

き
く
伸
び
、
機
械
も
５
１
６

４
台
（
22
・
１
％
増
）
、
２

３
０
億
１
８
０
０
万
円
（
19

・
５
％
増
）
と
拡
大
。
こ
の

ほ
か
金
属
製
品
も
２
７
３
４

台
（
15
・
１
％
増
）
、
飲
食

料
品
・
た
ば
こ
・
飼
料
が
８

８
３
台
と
自
動
車
と
電
機
機

械
業
界
以
外
の
分
野
に
も
広

が
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
対
し
、
輸
出
台
数

・
輸
出
額
は
８
・
９
％
増
の

23
万
５
１
９
台
、
10
・
６
％

増
の
８
１
７
４
億
円
で
、
輸

出
比
率
は
77
％
と
な
っ
た
。

地
域
別
で
は
、
中
国
が
３
３

６
１
億
９
０
０
万
円
と
前
年

か
ら
６
・
５
％
減
と
な
っ
た

が
、
中
国
を
除
く
ア
ジ
ア
は

24
・
６
％
増
の
１
７
９
９
億

１
５
０
０
万
円
、
北
米
は
26

・
７
％
増
の
１
７
３
２
億
３

３
０
０
万
円
、
欧
州
も
33
・

７
％
増
の
１
１
０
２
億
５
１

０
０
万
円
と
他
の
地
域
が
目

覚
ま
し
い
伸
び
と
な
っ
た
。

　
２
０
２
３
年
の
見
通
し
に

つ
い
て
、
国
内
外
で
自
動
化

需
要
は
継
続
す
る
が
、
足
元

で
は
世
界
経
済
の
先
行
き
不

透
明
感
で
受
注
に
調
整
局
面

が
見
ら
れ
、
受
注
額
は
８
・

３
％
減
の
１
兆
２
０
０
億

円
、
生
産
額
は
２
・
８
％
増

の
１
兆
５
０
０
億
円
と
予
測

し
て
い
る
。

新
会
長
に
山
本
氏

（アズビル）

Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ

　
日
本
電
気
制
御
機
器
工
業

会
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ
）
は
、
第
12
回
定
時
社
員
総
会
・
臨
時
理

事
会
で
、
新
会
長
に
ア
ズ
ビ

ル
取
締
役
代
表
執
行
役
社
長

山
本
清
博
氏
を
選
出
し
た
。

山
本
氏
は
就
任
に
あ
た
り

「
60
周
年
を
迎
え
る
２
０
２

４
年
を
開
始
時
期
と
す
る
中

期
戦
略
新
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を

構
築
す
る
年
度
と
し
、
電
気

制
御
機
器
産
業
の
将
来
像
を

見
据
え
て
、
現
状
の
提
供
価

値
の
整
理
と
新
た
に
提
供
す

る
べ
き
価
値
の
具
体
化
を
行

い
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ
の
魅
力
度
・

提
供
価
値
の
向
上
を
図
っ
て

い
く
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

23
年
度
の
役
員
体
制
は
、
会

長
に
山
本
氏
、
副
会
長
に
藤

田
俊
弘
氏
（
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
常
務

執
行
役
員
）
と
大
橋
智
成
氏

（
Ｎ
Ｋ
Ｋ
ス
イ
ッ
チ
ズ
代
表

取
締
役
社
長
）
、
山
本
真
之

氏
（
オ
ム
ロ
ン
執
行
役

員
）
、
小
澤
正
人
氏
（
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

常
務
執
行
役
員
）
、
専
務
理

事
窪
田
明
氏
（
一
般
社
団
法

人
日
本
電
気
制
御
機
器
工
業

会
）
が
務
め
る
。

一
社
に
組
織
変
更

Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
協
会

　
Ｆ
Ａ
・
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ

ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
協
会

（
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
協
会
）
は
、
２

０
２
３
年
６
月
１
日
を
も
っ

て
一
般
社
団
法
人
に
組
織
変

更
を
行
っ
た
。

　
同
協
会
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
ロ
ボ
ッ

ト
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー

タ
同
士
の
共
通
基
盤
組
織
と

し
て
、
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
の
事
業
環

境
の
向
上
と
能
力
強
化
、
各

社
間
の
連
携
を
促
進
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
２
０
１

８
年
７
月
に
日
本
ロ
ボ
ッ
ト

工
業
会
の
特
別
委
員
会
と
し

て
組
織
化
さ
れ
た
。
こ
の
ほ

ど
、
よ
り
機
動
的
か
つ
専
門

的
な
活
動
を
行
う
た
め
６
月

１
日
を
も
っ
て
一
般
社
団
法

人
に
組
織
変
更
を
し
、
名
称

も
「
一
般
社
団
法
人
日
本
ロ

ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ

レ
ー
タ
協
会
」
と
し
、
事
務

所
も
移
転
し
た
。

　
新
住
所
は
東
京
都
港
区
芝

公
園
３
―
５
―
８
　
機
械
振

興
会
館
Ｂ
１
０
８
、
電
話
は

03
―
６
４
５
３
―
０
１
３

１
。

　
富
士
電
機
機
器
制
御
は
、

盤
内
機
器
メ
ー
カ
ー
８
社
の

協
賛
で
海
外
規
格
情
報
サ
イ

ト
「
Ｓ
Ｃ
Ｃ
Ｒ
ポ
ー
タ
ル
」

を
新
た
に
開
設
し
た

＝
写
真
。

　
こ
の
サ
イ
ト
は
、

輸
出
時
の
規
制
が
厳

格
な
北
米
市
場
に
向

け
て
、
機
械
や
装
置

の
輸
出
に
必
要
な
Ｕ

Ｌ
規
格
の
Ｓ
Ｃ
Ｃ
Ｒ

（
短
絡
遮
断
容
量
値
）

を
解
説
す
る
も
の
。

　
米
国
向
け
制
御
盤

の
電
気
設
計
で
は
、

産
業
用
制
御
盤
の
規

格
Ｕ
Ｌ
５
０
８
Ａ
に

お
け
る
Ｓ
Ｃ
Ｃ
Ｒ
へ

の
対
応
業
務
が
負
担

に
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
盤
内
機
器
各

社
が
メ
ー
カ
ー
の
垣
根
を
越

え
て
手
を
組
み
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
Ｒ

に
関
す
る
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
く
こ
と
に
し
た
も
の
。

　
同
サ
イ
ト
で
は
、
複
数
社

の
Ｓ
Ｃ
Ｃ
Ｒ
値
を
一
度
に
確

認
で
き
、
い
つ
で
も
最
新
の

情
報
を
入
手
で
き
る
。
し
か

も
、
設
計
の
初
心
者
で
も
熟

練
者
で
も
容
易
に
検
索
で
き

る
よ
う
に
、
電
気
設
計
者
の

日
常
業
務
に
近
い
電
気
回
路

か
ら
Ｓ
Ｃ
Ｃ
Ｒ
値
を
検
索
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
Ｒ
の
基
礎

的
な
情
報
や
関
連
す
る
規
格

情
報
、
社
内
勉
強
会
な
ど
の

現
場
で
役
立
つ
情
報
を
集
め

た
ペ
ー
ジ
な
ど
も
用
意
し
て

い
る
。

　
現
在
の
協
賛
会
社
は
、
オ

サ
ダ
、
双
信
電
機
、
ハ
ー
テ

ィ
ン
グ
、
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・

コ
ン
タ
ク
ト
、
ワ
ゴ
ジ
ャ
パ

ン
と
、
富
士
電
機
、
富
士
電

機
機
器
制
御
、
富
士
電
機
テ

ク
ニ
カ
の
８
社
で
あ
る
が
、

今
後
、
さ
ら
に
賛
同
メ
ー
カ

ー
を
募
り
、
サ
イ
ト
を
拡
充

し
て
い
く
方
針
。

　
三
菱
電
機
と
三
菱
重
工
業

は
、
両
社
の
発
電
機
事
業
に

つ
い
て
、
両
社
が
出
資
す
る

合
弁
会
社
に
承
継
さ
せ
る
こ

と
で
事
業
統
合
を
行
う
。

　
対
象
事
業
は
、
火
力
発
電

事
業
に
お
け
る
発
電
機
の
設

計
製
造
、
品
質
管
理
、
販
売

お
よ
び
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

機
能
と
、
発
電
機
に
付
随
す

る
電
気
品
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
、
品
質
管
理
、
販
売
お

よ
び
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
機

能
。
原
子
力
発
電
事
業
に
お

け
る
発
電
機
の
設
計
製
造
、

品
質
管
理
、
お
よ
び
ア
フ
タ

ー
サ
ー
ビ
ス
機
能
。
水
力
発

電
事
業
に
お
け
る
発
電
機
の

製
造
、
品
質
管
理
、
お
よ
び

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
機
能
。

　
電
力
を
取
り
巻
く
環
境
が

世
界
中
で
大
き
く
変
化
す
る

中
、
両
社
が
保
有
す
る
技
術

・
資
産
を
結
集
す
る
こ
と
で

市
場
競
争
力
を
強
化
し
、
こ

れ
ま
で
以
上
の
強
固
な
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
し
て

発
電
機
事
業
を
よ
り
グ
ロ
ー

バ
ル
に
拡
大
し
て
い
く
。

三菱電機、三菱重工

発電分野を統合
合弁会社設立へ
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き
る
。
さ
ら
に
、
機
械
の
安

全
機
能
が
増
加
し
た
場
合

は
、
拡
張
可
能
な
モ
ジ
ュ
ラ

式
ベ
ー
ス
ユ
ニ
ッ
ト
に
移
行

す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
同
社
の
小
型
安
全
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
「
Ｐ
Ｎ
Ｏ
Ｚ
　
ｍ
ｕ

ｌ
ｔ
ｉ
」
は
、
20
年
以
上
の

販
売
実
績
を
有
す
る
。
今

回
、
第
２
世
代
の
「
Ｐ
Ｎ
Ｏ

Ｚ
　
ｍ
ｕ
ｌ
ｔ
ｉ
　
２
シ
リ

ー
ズ
」
に
、
シ
リ
ー
ズ
最
小

設
計
の
コ
ン
パ
ク
ト
タ
イ
プ

を
発
売
す
る
こ
と
で
、
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
。

　
ハ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
基
板

用
モ
ジ
ュ
ラ
ー
型
コ
ネ
ク
タ

「
ｈ
ａ
ｒ
―
ｍ
ｏ
ｄ
ｕ
ｌ
ａ

ｒ
」
に
つ
い
て
、
高
速
デ
ー

タ
伝
送
専
用
モ
ジ
ュ
ー
ル
と

し
て
「
ｈ
ａ
ｒ
―
ｍ
ｏ
ｄ
ｕ

ｌ
ａ
ｒ
デ
ー
タ
」
を
発
売
し

た
。

　
ｈ
ａ
ｒ
―
ｍ
ｏ
ｄ
ｕ
ｌ
ａ

ｒ
は
、
２
・
54
㍉
㍍
ピ
ッ
チ

の
基
板
用
コ
ネ
ク
タ
規
格
Ｄ

Ｉ
Ｎ
　
４
１
６
１
２
／
Ｉ
Ｅ

Ｃ
　
６
０
６
０
３
―
２
に
準

拠
し
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
電

力
、
信
号
、
デ
ー
タ
を
自
由

に
組
み
合
わ
せ
て
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
可
能
な
モ
ジ
ュ
ラ
ー
型

　
Ｐ
Ｎ
Ｏ
Ｚ
　
ｍ
　
Ｃ
０

は
、
22
・
５
㍉
㍍
幅
の
コ
ン

パ
ク
ト
な
ハ
ウ
ジ
ン
グ
に
、

安
全
入
力
８
点
、
安
全
半
導

体
出
力
４
点
を
装
備
し
て
お

り
、
小
型
機
械
の
安
全
制
御

を
実
現
す
る
。

　
ラ
イ
セ
ン
ス
フ
リ
ー
の
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
「
Ｐ
Ｎ
Ｏ
Ｚ
ｍ

ｕ
ｌ
ｔ
ｉ
コ
ン
フ
ィ
グ
レ
ー

タ
」
を
使
用
し
て
、
非
常
停

止
、
安
全
扉
監
視
、
ラ
イ
ト

カ
ー
テ
ン
、
両
手
操
作
な
ど

の
入
出
力
の
安
全
回
路
を
自

由
に
作
成
で
き
、
認
証
取
得

の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
ブ
ロ
ッ
ク

に
も
ア
ク
セ
ス
可
能
。

　
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
応

じ
て
、
Ｅ
Ｎ
　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
　
１

３
８
４
９
―
１
　
、
ま
た
は

Ｉ
Ｅ
Ｃ
　
６
２
０
６
１
　
Ｓ

Ｉ
Ｌ
　
Ｃ
Ｌ
に
適
合
し
、
最

大
３
つ
ま
で
の
小
規
模
な
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
応
で

　
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
は
、
視
認
性
が

高
く
、
耐
環
境
性
に
優
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
対
応
可
能
な
、
７
・

０
㌅
の
中
形
プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ

ル
表
示
器
「
Ｈ
Ｇ
２
Ｊ
形
」

を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
高
級
感
の
あ

る
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
ガ
ラ

ス
ト
ッ
プ
デ
ザ
イ
ン
と
狭
額

ベ
ゼ
ル
を
採
用
し
、
高
い
視

認
性
と
デ
ザ
イ
ン
性
を
実

現
。

　
カ
バ
ー
ガ
ラ
ス
化
し
た
タ

ッ
チ
パ
ネ
ル
を
用
い
る
こ
と

で
樹
脂
製
パ
ネ
ル
の
よ
う
な

白
濁
化
の
劣
化
が
な
く
、
高

い
視
認
性
を
長
期
間
維
持
で

き
る
。
さ
ら
に
美
し
い
透
明

感
で
組
み
込
ん
だ
装
置
の
デ

ザ
イ
ン
性
を
向
上
し
、
ベ
ゼ

ル
幅
を
徹
底
的
に
狭
く
し
た

狭
額
ベ
ゼ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
よ

り
、
従
来
５
・
７
㌅
を
採
用

し
て
い
た
パ
ネ
ル
に
も
、
違

和
感
な
く
設
置
で
き
、
画
面

の
サ
イ
ズ
ア
ッ
プ
化
が
可

能
。

　
耐
環
境
性
能
に
優
れ
、
使

用
周
囲
温
度
マ
イ
ナ
ス

20
〜
プ
ラ
ス
　

60
℃

で
、
温
暖
地
や
寒
冷
地
で
も

安
心
し
て
使
用
可
能
。
Ｉ
Ｐ

66
Ｆ
・
Ｉ
Ｐ
67
Ｆ
に
対
応

し
、
ホ
ー
ス
で
の
洗
浄
な
ど

強
い
直
接
噴
流
や
、
一
時
的

な
浸
水
に
も
耐
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
ま
た
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
―
Ａ
ポ
ー

ト
を
２
ポ
ー
ト
搭
載
し
、
Ｕ

Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
と
接
続
し
て
履

歴
デ
ー
タ
の
保
存
や
、
Ｕ
Ｓ

Ｂ
ス
ピ
ー
カ
ー
と
接
続
し
て

状
況
に
応
じ
て
音
声
を
出
力

も
可
能
。
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
ド
ン

グ
ル
を
接
続
す
る
こ
と
で
無

線
を
介
し
て
Ｐ
Ｃ
や
タ
ブ
レ

ッ
ト
と
の
通
信
も
で
き
、
汎

用
的
な
Ｕ
Ｓ
Ｂ
機
器
と
簡
単

接
続
し
て
新
た
な
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
構
築
可
能
。

　
さ
ら
に
、
同
製
品
か
ら
Ｔ

ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ア
カ
ウ
ン
ト

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、
表
示
し

て
い
る
画
面
の
ス
ク
リ
ー
ン

シ
ョ
ッ
ト
を
送
信
で
き
る

「
つ
ぶ
や
く
プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ

ル
表
示
器
」
と
な
っ
て
お

り
、
ア
カ
ウ
ン
ト
を
フ
ォ
ロ

ー
し
た
ユ
ー
ザ
に
同
製
品
を

組
み
込
ん
だ
装
置
の
状
態
を

知
ら
せ
る
な
ど
、
新
た
な
遠

隔
監
視
や
稼
働
状
況
の
見
え

る
化
な
ど
が
可
能
に
な
る
。

　
機
器
部
品
の
販
売
員
は
、
は

っ
き
り
と
分
け
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
自
分
た
ち
は
営
業

職
で
あ
っ
て
販
売
職
で
は
な
い

と
言
う
。
そ
れ
で
は
営
業
職
と

販
売
職
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が

あ
る
の
か
を
聞
い
て
見
る
。
大

方
の
販
売
員
は
販
売
と
は
物
を

売
る
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
仕
事
で

あ
る
が
、
営
業
は
単
な
る
セ
ー

ル
ス
で
は
な
く
お
困
り
事
や
課

題
の
解
決
を
す
る
仕
事
で
あ
る

と
思
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
今
ど
き
セ
ー
ル
ス
マ
ン
を
押

し
売
り
と
思
っ
て
い
る
人
は
い

な
い
だ
ろ
う
が
、
セ
ー
ル
ス
マ

ン
と
言
え
ば
手
を
変
え
品
を
替

え
て
自
分
の
都
合
の
い
い
こ
と

を
強
調
し
購
入
の
決
心
を
迫
っ

て
ね
ば
る
人
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
。
機
器
部
品
の
販
売
員

は
、
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
た
れ
た
く
な
い
と
思
っ
て
い

る
よ
う
だ
。

　
し
か
し
お
困
り
事
や
課
題
を

解
決
す
る
営
業
活
動
は
、
継
続

的
な
取
引
を
し
て
い
る
と
い
う

条
件
が
あ
る
か
ら
成
立
す
る
。

あ
る
い
は
ネ
ッ
ト
や
紹
介
を
通

じ
て
要
請
が
あ
る
か
ら
成
立
す

る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
条

件
が
な
い
新
規
客
を
攻
め
る
場

合
で
は
、
や
は
り
セ
ー
ル
ス
マ

ン
で
あ
る
。
新
規
客
と
名
刺
交

換
し
て
す
ぐ
に
新
商
品
や
扱
い

商
品
の
紹
介
に
な
る
。

　
従
来
品
と
の
比
較
い
ろ
い
ろ

な
使
わ
れ
方
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

な
ど
都
合
の
い
い
点
を
強
調

し
、
取
引
や
購
入
の
決
心
を
迫

る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
購
入

や
取
引
の
意
志
が
な
け
れ
ば
、

あ
っ
さ
り
引
き
さ
が
る
。
こ
の

あ
っ
さ
り
が
セ
ー
ル
ス
マ
ン
で

は
な
い
と
言
い
た
い
の
か
も
し

れ
な
い
。

　
販
売
員
も
営
業
マ
ン
も
同
じ

営
業
と
い
う
仕
事
で
あ
る
が
、

販
売
員
の
イ
メ
ー
ジ
が
営
業
マ

ン
と
比
べ
て
悪
く
感
じ
る
の

は
、
顧
客
に
嫌
が
ら
れ
た
く
な

い
と
い
う
背
景
か
ら
来
る
も
の

で
あ
る
。
販
売
員
と
か
営
業
マ

ン
に
関
係
な
く
、
誰
だ
っ
て
相

手
に
嫌
が
ら
れ
た
く
な
い
の
は

当
然
で
あ
る
。
だ
か
ら
人
は
嫌

が
ら
れ
ま
い
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
や
り
方
で
対
処
す
る
。

　
そ
の
判
断
は
相
手
へ
の
理
解

度
に
よ
る
の
だ
。
か
つ
て
江
戸

か
ら
明
治
の
世
に
な
っ
た
時
に

武
士
階
級
が
な
く
な
っ
た
。
武

士
は
一
時
金
を
も
ら
っ
て
、
農

業
を
す
る
か
職
人
に
な
る
か
商

人
に
な
る
か
の
選
択
を
迫
ら
れ

た
。
手
っ
取
り
早
く
や
れ
そ
う

な
商
人
に
な
る
武
士
は
多
か
っ

た
が
、
ほ
ん
の
一
部
を
除
い
て

こ
と
ご
と
く
失
敗
に
終
わ
っ

た
。
そ
の
失
敗
を
武
士
の
商
法

と
揶
揄
（
や
ゆ
）
し
た
。
失
敗

の
も
と
は
仕
入
れ
た
商
品
を
並

べ
て
お
け
ば
、
必
要
と
す
る
客

が
来
店
し
て
買
っ
て
く
れ
る
と

思
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
学
問

を
修
め
た
武
士
で
あ
る
。
来
店

客
か
ら
商
品
に
関
し
て
、
い
ろ

い
ろ
質
問
さ
れ
て
も
い
い
よ
う

に
問
屋
か
ら
教
わ
り
正
し
く
商

品
を
説
明
し
た
違
い
な
い
。

　
失
敗
の
も
と
は
頭
の
下
げ
方

や
愛
想
よ
く
振
る
舞
わ
な
か
っ

た
か
ら
の
よ
う
だ
。
し
か
し
そ

れ
は
武
士
の
プ
ラ
イ
ド
の
問
題

で
は
な
く
、
来
店
客
の
気
持
ち

が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
理

解
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
武
士
の

商
法
の
本
質
な
の
だ
。
機
器
部

品
の
販
売
員
は
そ
れ
ま
で
や
っ

て
き
た
経
験
の
範
囲
で
顧
客
を

知
っ
て
い
る
。
ど
の
程
度
知
っ

て
い
る
か
と
な
る
と
、
実
際
に

は
用
件
・
案
件
の
打
ち
合
わ
せ

時
に
経
験
し
た
こ
と
に
よ
る
。

製
造
現
場
が
積
極
的
に
Ｆ
Ａ
化

を
進
め
て
い
た
時
代
に
は
技
術

者
と
の
打
ち
合
わ
せ
時
に
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
の
話
だ
け
で
な
く
、

工
場
の
Ｆ
Ａ
化
を
視
野
に
入
れ

た
話
が
飛
び
出
し
て
い
た
か
ら

販
売
員
は
広
範
囲
で
顧
客
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
主
力
の
Ｆ
Ａ
化
が
終
わ
っ
て

い
た
時
代
に
は
現
場
の
技
術
者

は
補
修
・
改
造
・
改
善
・
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
等
の
仕
事
で
販
売
員

と
打
ち
合
わ
せ
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
そ
の
打
ち
合
わ
せ
の

場
で
は
技
術
者
は
工
場
全
体
を

視
野
に
入
れ
た
話
を
す
る
こ
と

は
な
く
、
当
該
用
件
の
話
に
終

止
し
た
。
令
和
に
入
っ
て
、
販

売
員
の
仕
事
は
現
場
の
技
術
者

と
の
打
ち
合
わ
せ
は
そ
れ
ほ
ど

多
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

　
む
し
ろ
後
方
で
処
理
す
る
仕

事
が
多
い
位
だ
。
つ
ま
り
顧
客

の
表
面
的
な
こ
と
し
か
わ
か
ら

な
く
な
っ
た
。
少
な
く
な
っ
た

面
談
の
折
で
も
顧
客
を
理
解
し

よ
う
と
し
て
臨
む
わ
け
で
も
な

く
、
何
と
か
自
分
の
益
に
な
る

情
報
を
取
ろ
う
と
必
死
だ
。
し

か
し
相
手
を
理
解
し
よ
う
と
せ

ず
し
て
い
い
情
報
に
当
た
る
こ

と
は
な
い
。
理
解
し
よ
う
と
し

な
い
こ
と
は
武
士
の
商
法
と
似

た
り
寄
っ
た
り
な
の
だ
。

�

相
手
を
深
く
理
解
し
よ
う
と
せ
ず

よ
り
良
い
情
報
の
獲
得
機
会
な
し

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

　
ピ
ル
ツ
ジ
ャ
パ
ン
（
横
浜
市
港
北
区
）

は
、
小
型
安
全
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
「
Ｐ
Ｎ
Ｏ
Ｚ

　
ｍ
ｕ
ｌ
ｔ
ｉ
　
２
シ
リ
ー
ズ
」
に
、
シ
リ

ー
ズ
最
小
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
ス
タ
ン
ド
ア
ロ

ン
タ
イ
プ
ベ
ー
ス
ユ
ニ
ッ
ト
　
「
Ｐ
Ｎ
Ｏ
Ｚ

　
ｍ
　
Ｃ
０
」
の
販
売
を
開
始
し
た
。

シ
リ

ー
ズ

最
小
幅
22
・
５
㎜

　

ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ン
タ
イ
プ

ピルツジャパン　小型安全コントローラ

小
型
安
全
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
﹁
Ｐ
Ｎ
Ｏ
Ｚ
　
ｍ
　
Ｃ
０
﹂

7.0
㌅
ワ
イ
ド 

プ
ロ
グ
ラ
マ

ブ
ル
表
示
器

　
多
様
な
ア

プ
リ
対
応 

耐
環
境
性
に
優
位

IDEC

プログラマブル表示器
「HG2J形」

ハ
ー
テ
ィ
ン
グ　

基
板
用
モ
ジ
ュ
ラ
ー
型
コ
ネ
ク
タ

高
速
デ
ー
タ
伝
送
用
モ
ジ
ュ

ー

ル

　
富
士
電
機
は
、
モ
デ
ル
生
成

に
自
動
機
械
学
習
を
使
い
ソ
フ

ト
セ
ン
サ
構
築
の
作
業
効
率
を

大
幅
に
改
善
す
る
「
推
算
用
モ

デ
ル
式
構
築
／
演
算
ツ
ー
ル
」

を
発
売
し
た
。

　
ソ
フ
ト
セ
ン
サ
は
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
測
定
す
る
こ
と
が
難

し
い
値
を
、
温
度
や
圧
力
、
流

量
等
の
容
易
に
収
集
で
き
る
デ

ー
タ
を
使
っ
て
推
算
す
る
技
術

で
、
化
学
や
鉄
鋼
、
製
薬
等
の

プ
ラ
ン
ト
・
工
場
で
成
分
濃
度

や
強
度
等
の
品
質
に
関
わ
る
デ

　
川
崎
重
工
業
は
、
重
量
物

の
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
や
組
み
立

て
作
業
な
ど
向
け
に
大
型
汎

用
垂
直
多
関
節
ロ
ボ
ッ
ト

「
Ｍ
Ｘ
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
」
の
発

売
を
開
始
し
た
。

　
同
シ
リ
ー
ズ
は
、
従
来
機

種
の
「
Ｍ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
」
を

よ
り
速
く
、
よ
り
コ
ン
パ
ク

ト
に
、
よ
り
広
い
動
作
範
囲

に
進
化
さ
せ
た
大
型
汎
用
ロ

ボ
ッ
ト
で
、
最
大
可
搬
質
量

３
６
０
㌔
㌘
・
最
大
リ
ー
チ

３
・
２
㍍
の
「
Ｍ
Ｘ
Ｐ
３
６

０
Ｌ
」
、
最
大
可
搬
質
量
４

１
０
㌔
㌘
・
最
大
リ
ー
チ
３

・
７
㍍
の
「
Ｍ
Ｘ
Ｐ
４
１
０

Ｘ
」
の
２
タ
イ
プ
を
発
売
す

　
三
菱
電
機
は
、
鉄
道
車
両
・
直
流
送
電

な
ど
の
大
型
産
業
機
器
向
け
大
容
量
Ｓ
ｉ

Ｃ
パ
ワ
ー
半
導
体
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
新
製
品

と
し
て
、
耐
電
圧
３
・
３
kV
・
絶
縁
耐
電

圧
６
・
０
kV
ｒ
ｍ
ｓ
の
高
電
流
密
度
ｄ
ｕ

ａ
ｌ
タ
イ
プ
に
Ｓ
Ｂ
Ｄ
内
蔵
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｆ
Ｅ

Ｔ
を
採
用
し
た
「
Ｓ
Ｂ
Ｄ
内
蔵
Ｓ
ｉ
Ｃ
―

Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｆ
Ｅ
Ｔ
モ
ジ
ュ
ー
ル
」
＝
写
真
＝

の
サ
ン
プ
ル
提
供
を
開
始
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
「
３

・
３
kV
　
Ｈ
Ｖ
パ

ワ
ー
モ
ジ
ュ
ー
ル

ｄ
ｕ
ａ
ｌ
タ
イ
プ

Ｌ
Ｖ
１
０
０
」
の

Ｓ
ｉ
パ
ワ
ー
モ
ジ

ュ
ー
ル
２
品
種
、
フ
ル
Ｓ
ｉ
Ｃ
パ
ワ
ー
モ

ジ
ュ
ー
ル
４
品
種
を
市
場
投
入
し
て
き
て

お
り
、
同
製
品
は
、
大
型
産
業
機
器
向
け

の
多
様
な
イ
ン
バ
ー
タ
ー
の
高
出
力
・
高

効
率
化
と
信
頼
性
向
上
に
向
け
、
Ｓ
Ｂ
Ｄ

内
蔵
Ｓ
ｉ
Ｃ
―
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｆ
Ｅ
Ｔ
の
採
用
と

パ
ッ
ケ
ー
ジ
構
造
の
最
適
化
で
ス
イ
ッ
チ

ン
グ
損
失
を
低
減
し
Ｓ
ｉ
Ｃ
の
性
能
を
引

き
出
し
た
も
の
と
な
る
。

の
完
全
シ
ー
ル
ド
で
確
実
に

ノ
イ
ズ
を
除
去
し
、
10
Ｇ
ｂ

ｐ
ｓ
伝
送
に
使
用
可
能
。
１

ペ
ア
単
独
の
Ｄ
２
モ
ジ
ュ
ー

ル
と
４
ペ
ア
の
Ｄ
８
モ
ジ
ュ

ー
ル
の
２
種
類
、
メ
ザ
ニ
ン

接
続
用
の
ス
ト
レ
ー
ト
と
マ

ザ
ー
ボ
ー
ド
の
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ー
ス
用
に
ア
ン
グ
ル
型
を

用
意
。
通
信
シ
ス
テ
ム
の
マ

ザ
ー
ボ
ー
ド
や
バ
ッ
ク
プ
レ

ー
ン
、
19
㌅
ラ
ッ
ク
内
の
基

板
間
デ
ー
タ
接
続
や
制
御
機

器
に
カ
ス
タ
ム
回
路
を
追
加

す
る
場
合
に
適
し
て
い
る
。

る
。

　
ア
ー
ム
の
軽
量
化
と
最
新

の
制
振
制
御
に
よ
る
高
い
動

作
性
能
で
、
従
来
機
種
と
比

較
し
て
サ
イ
ク
ル
タ
イ
ム
を

最
大
21
％
低
減
。
バ
ラ
ン
ス

機
構
を
ア
ー
ム
内
側
に
配
置

す
る
こ
と
で
コ
ン
パ
ク
ト
な

ボ
デ
ィ
と
広
い
動
作
範
囲
を

同
時
に
実
現
し
て
い
る
。

基
板
間
接
続
コ
ネ
ク
タ
。
挿

抜
回
数
や
過
電
流
に
対
す
る

耐
性
、
基
板
保
持
力
な
ど
、

産
業
用
途
に
耐
え
る
堅
牢
性

を
備
え
、
組
み
立
て
サ
ポ
ー

ト
ツ
ー
ル
に
モ
ジ
ュ
ー
ル
を

差
し
込
ん
で
、
固
定
レ
ー
ル

を
は
め
る
だ
け
の
、
工
具
な

し
で
簡
単
に
組
み
立
て
る
こ

と
が
で
き
る
。
ロ
ッ
ト
数
１

個
か
ら
構
成
で
き
、
開
発
や

試
作
に
最
適
。

　
ｈ
ａ
ｒ
―
ｍ
ｏ
ｄ
ｕ
ｌ
ａ

ｒ
デ
ー
タ
は
、
従
来
の
イ
ー

サ
ネ
ッ
ト
規
格
に
加
え
、
１

ペ
ア
２
芯
で
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト

伝
送
を
行
う
新
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
　

８
０
２
・
３
規
格
の
Ｓ
Ｐ
Ｅ

（
シ
ン
グ
ル
ペ
ア
イ
ー
サ
ネ

ッ
ト
）
に
対
応
。
３
６
０
度

ー
タ
分
析
を
効
率
化
す
る
た
め
に

使
わ
れ
る
。

　
同
製
品
は
、
自
動
機
械
学
習

（
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
Ｍ
Ｌ
：
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
ｍ

ａ
ｔ
ｅ
ｄ
　
Ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｅ
　

Ｌ
ｅ
ａ
ｒ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
）
を
適
用

し
、
作
業
者
が
何
通
り
も
の
パ
タ

ー
ン
を
作
り
、
解
析
・
検
証
を
重

ね
最
適
な
計
算
モ
デ
ル
を
構
築
し

て
い
く
工
程
を
自
動
化
す
る
こ
と

で
作
業
時
間
を
大
幅
に
短
縮
。
社

内
試
験
で
は
ソ
フ
ト
セ
ン
サ
構
築

に
か
か
る
時
間
を
15
日
か
ら
５
日

へ
と
約
７
割
低
減
で
き
た
。

　
プ
ラ
ン
ト
や
工
場
で
は
、
外
気

温
の
変
化
や
配
管
の
汚
れ
の
付
着

な
ど
、
生
産
ラ
イ
ン
の
状
態
が
変

わ
る
た
め
、
ソ
フ
ト
セ
ン
サ
の
モ

デ
ル
の
定
期
的
な
見
直
し
が
必
要

と
な
る
が
、
同
製
品
は
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
最
新
の
デ
ー
タ
を
収
集
し

適
用
す
る
機
能
に
よ
っ
て
ソ
フ
ト

セ
ン
サ
の
モ
デ
ル
を
常
に
自
動
で

更
新
し
、
推
測
精
度
を
維
持
し
製

品
品
質
の
安
定
化
を
可
能
に
し
て

い
る
。

富士電機　ソフトセンサ向け推算用モデル式構築／演算ツール

モデル生成に自動機械学習適用

モジュラー型基板用コネクタ
har-modular

川
崎
重
工
業　

大
型
汎
用
垂
直
多
関
節
ロ
ボ
ッ
ト

重
量
物
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
向
け

大型汎用ロボット
「MXP360L」

三菱電機　大容量SiCパワー半導体モジュール

大型産業機器向けインバーター高出力化



（3）　　　２０２３年（令和５年）６月７日

・オフィス）でのカーボンニュートラル達成を目標に
掲げており、新製造棟でもカーボンニュートラルを達
成し、脱炭素社会の実現を目指す。
　鉄骨造の地上4階建で、敷地面積は約8万平方㍍。
延床面積は約3万5000平方㍍。竣工予定は2025年4
月。投資額は約240億円。

■�丸住製紙、愛媛県四国中央市の大江工場の衛生用紙
抄紙機・加工設備が稼働開始

　 丸 住 製 紙
は、愛媛県四
国中央市の大
江工場で、自
社製パルプを
利用した高品
質な衛生用品
の原紙を製造
する大江4号
抄紙機・加工設備が完成し、稼働を開始した。新設備
ではペーパータオル・キッチンペーパー・ティシュペ
ーパーなど手拭き用から食品接触用途まで幅広い使用
用途に対応する衛生用品の原紙を生産する設備とな
る。年間量は約2万6000㌧。

■�エフビットコミュニケーションズ、高知県土佐町に
炭化事業の工場建設

　発電・売電などエネルギー
関連のエフビットコミュニケ
ーションズは、新規事業とな
る炭化事業の工場を高知県土
佐町田井に建設する。
　炭化事業は木質チップなど有機材を炭化して高カロ
リーの燃料を製造・販売する事業で、年間生産量1万
3000㌧を目指す。2024年度11月から稼働予定。

■�出光興産、千葉事業所隣接地で使用済みプラを原料
とする油化ケミカルリサイクル商業生産設備を建設

　出光興産は、油化装置の共同開発をしてきた環境エ
ネルギーと合弁で、使用済みプラスチックを原料とし
た生成油の生産を行う合弁会社「ケミカルリサイクル
・ジャパン株式会社」を設立し、併せて千葉事業所の
隣接地に使用済みプラスチックを原料とした油化ケミ
カルリサイクル商業生産設備を建設し、2025年度の
商業運転開始を目指す。
　事業は、回収した使用済みプラスチックからケミカ
ルリサイクル・ジャパンが生成油を生産し、それを出
光興産の既存設備である石油精製装置と石油化学装置
を使って精製・分解・重合して「リニューアブル化学
品」を生産。それをプラスチック製品製造会社等に提
供し、彼らがリニューアブル化学品を原料として新た
なプラスチック製品を生産するサイクルの構築を進め
る。

■�三洋化成工業、名古屋工場で医薬品用ポリエチレン
グリコールの生産能力を増強

　三洋化成工業は、医薬品用ポリエチレングリコール
「マクロゴール」について、名古屋工場の設備更新と
改造等で生産能力を現在の約2割増強する。投資金額
は約1億円で、2024年5月の稼働を予定。

■�伊藤ハム米久ホールディングス、静岡県三島市にハ
ム・ソーセージ工場を建設

　伊藤ハム米久ホールディングスの子会社の伊藤ハム
米久プラントは、静岡県三島市安久43-2にハム、ソー
セージ、ベーコンなどの食肉加工品を製造する新工場
を建設する。
　新工場は現在のケンコー工場を建て替え、これまで
培った食肉加工技術やノウハウを最大限結集させた東
日本エリアにおけるシンボル工場とする計画。AIや

■�東洋刃物、宮城県富谷市にリチウムイオン電池や特
殊フィルム切断向け産業用刃物の新工場

　東洋刃物は、宮城県富谷市富谷日渡34番地11の本
社敷地内に、EVやスマートフォンに採用されるリチ
ウムイオン電池や特殊フィルムの切断に使用する産業
用刃物の新工場を建設する。

　新工場は、鉄骨造一部2階建て、延べ床面積は約
4355平方㍍。事業費は約11億円。12月の稼働予定。
リチウムイオン電池の生産工程などに使われる産業用
刃物（MS）の増産を図る。着工予定は2023年5月。
竣工予定は2023年11月。操業予定は2023年12月。

■�配電・通信線用の架線金物等の大谷工業、富山県富
山市古沢に新工場

　配電・通信線用の架線金物等を製造・販売する大谷
工業は、富山県富山市古沢780番7に新工場となる呉
羽南部工場を建設する。
　主力工場の富山工場（富山県射水市）が手狭で老朽
化していることから、富山市内に所有する土地に新工
場を建設し、製造部門の一部工程を移行することで、
生産の合理化・効率化を進める。敷地面積は7991平
方㍍。延床面積は1590平方㍍。操業開始日2025年12
月予定。

■�メック、福岡県北九州市若松区向洋町に新工場
　電子基板
・部品製造
用薬品の開
発、製造販
売のメック
は、福岡県
北九州市若
松区向洋町に新工場となるメック北九州工場を建設す
る。敷地面積は2万9889平方㍍。生産能力は年間3万
㌧。着工時期は2023年10月予定。稼働開始は2025年1
月を予定している。投資額は約40億円。

■�日立ハイテク、山口県下松市に半導体製造装置の新
製造棟を建設

　日立ハイテクは、半導体製造装置事業におけるエッ
チング装置の生産能力増強を図るため、山口県下松市
東豊井にある笠戸地区に新製造棟を建設し、2025年

国内

工場新設・増設、設備投資情報 � オートメーション新聞WEB URL付き記事はこちらから→https://www.automation-news.jp/category/factory/

■�ダイキン工業、ポーランドにヒートポンプ暖房機の
新工場

　ダイキングループは、ポーランド共和国ウッチ県で
ヒートポンプ暖房機の新工場の建設を開始した。稼働
時期は2024年7月、投資総額は3億ユーロ（約423億
円）。ドイツ、ベルギー、チェコに次ぐ欧州の新たな
生産拠点として、ポーランドに新工場を設立すること
で、2025年には生産能力を4倍（2021年度比）に拡大
し、製品を安定供給できる生産体制を確立する。

■�シャープ、インドネシアにエアコンの新工場が完成
・出荷を開始

　シャープは、インドネシアの生産販売会社P.T. 
Sharp Electronics Indonesiaが拠点を構えるカラワン
県カラワン工業団地に建設していたエアコン新工場が
完成し、4月初旬より生産を開始し、出荷を開始し
た。
　新工場はインドネシア国内およびASEAN諸国の旺
盛な需要に対応する生産・輸出拠点として、ノーマル
タイプエアコンはもちろん、省エネ性能が高いインバ
ーターエアコン・プラズマクラスター搭載エアコンな
どを生産していく。屋根には自然光採光や熱を逃がす
構造を採用。今後は太陽光発電システムを設置し、発
電した電力を照明・ラインなどの各種設備に使用する
ことで環境負荷低減にも取り組んでいく。投資金額は
約40億円。

■�MORESCO、中国での特殊潤滑剤の生産を江蘇省
無錫市から浙江省海寧市に移管

　特殊潤滑剤など化学品メーカーのMORESCOは、
グループ会社で中国江蘇省無錫市で特殊潤滑剤やホッ
トメルト剤を製造している無錫德松科技有限公司につ
いて、所在地が区画整理で立ち退き対象となり生産活
動の継続が難しくなったため、現在、浙江省海寧市に
建設中の莫莱斯柯（浙江）功能材料有限公司に、特殊
潤滑剤の生産を、2023年11月末までに移管する。

■�シスメックス、インドグジャラート州に新たな生産
拠点を設立

　シスメッ
クスは、イ
ンドにおけ
る中長期的
な事業展開
と成長持続
を実現する

海外

IoTを活用したDX対応の生産設備や省人化された一
貫生産ラインを備え、サステナビリティへの取り組み
として省エネ対策や温暖化ガス削減など地球環境に配
慮した設備を積極的に取り入れる。また工場見学や体
験教室などの食育活動の場としても整備士、地域社会
との共生を実現する次世代型のハム・ソーセージ工場
を目指す。
　敷地面積は1万8969平方㍍。延床面積は約2万0000
平方㍍。竣工は2026年。投資額は約200億円。

■�内外エレクトロニクス、岩手県奥州市に江刺事業所
と江刺開発センターを開設

　内外エレクトロニクスは、今後の半導体市場の需要
拡大への生産対応、高真空/制御技術に対応する開発
力強化に向け、岩手県奥州市江刺岩谷堂字袖山に江刺
事業所と江刺開発センターを開設した。江刺事業所で
は半導体製造装置の組み立てと洗浄等を担う。敷地面

積は8666.45平方㍍。鉄骨造合金メッキ鋼板ぶき3階
建で、工場面積は6898.6平方㍍。

■�サラヤ、茨城県北茨城市に手指消毒剤製造工場を新
設

　サラヤは、手指消毒剤等の生産能力増強と安定供給
のため、関東
工場内（茨城
県北茨城市中
郷町日棚644-
5 5 ） に 「 東
日本手指消毒
剤製造工場」を新設した。
　建屋は、医薬品棟が鉄骨造2階建（医薬品棟）、商
品倉庫棟・部材倉庫棟が鉄骨造平屋建、ほか付属建屋
3棟。建築面積は約1万9754平方㍍。延床面積は約1万
2613平方㍍。

ため、グジャラート州サナンドII工業団地に試薬と機
器の新たな生産拠点を設立する。
　同社はこれまで1998年に現地に合弁会社を設立し
て以来、2012年に尿検査分野、2014年に凝固・生化
学検査分野、2019年より主力のヘマトロジー検査分
野において直接販売・サービス＆サポートを展開し、
インド向け生産拠点も2007年に試薬工場を設立して
いる。
　新工場は、需要増加や生産品目拡大への対応を可能
とする生産能力・拡張性を持たせ、一部の機器生産と
部材調達機能も備える予定。敷地外への排水ゼロを目
指すゼロリキッドディスチャージシステムの導入など
地球環境へも配慮している。投資総額は約30億円。
2024年度内の稼働を目指す。

■�J-MAX、中国福建省福州市に自動車部品の製造・
販売の新会社

　J-MAXの連結子会社の広州丸順汽車配件有限公司
（中国）は、中国福建省に自動車部品の製造・販売を
行う子会社（J-MAXの孫会社）の福建丸順新能源汽
車科技有限公司を設立する。
　広州丸順社は、車載電池シェア上位の寧徳時代新能
源科技股份有限公司（CATL）と2020年に取引を開
始し、2022年に福建開発・営業センターを開設し、
さらに新プレスラインの導入を2024年に計画するな
どCATLとの関係強化を図ってきた。新会社の設立に
よりCATLとのさらなる関係性の強化と中国系メーカ
ーへの電動化部品の受注拡大を狙う。
　新会社の工場にはオートタンデムプレスライン、プ
レス設備、溶接設備、塗装設備などを導入し、大型バ
ッテリーカバー、大型バッテリーケース、小物部品な
どを製造する。生産開始は2025年1月を予定してい
る。

■�三ッ星、フィリピンに工場
　三ッ星は、フィリピンの連結子会社で電線・プラス
チック押出成形品
の製造・販売を行
うMITSUBOSHI 
PHILIPPINES 
CORPORATION
がフィリピン国内
で 工 場 を 取 得 し
た。取得金額は工
場 が 約 5 5 0 0 万
円。設備約5500
万 円 の 合 計 1 億
1000万円。所有
権移転日は2023
年12月。

度から生産を開始
する。
　新製造棟では生
産ラインのデジタ
ル化や自動化によ
ってエッチング装
置の生産能力を2
倍に引き上げ、ま
すます拡大する半
導体製造装置の需
要に応えていく。
また同社は2027
年度までに全事業
所（ファクトリー
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FOOMA JAPAN 2023 主なFAメーカー出展内容紹介　その①
■�THK（ブース：1G-15）
　THKは、THKが持つ自働
化技術で自動化・省力化をサ
ポートする製品・ソリューシ
ョンを展示する。
　ルートテープレスで今まで
にない新しい誘導方式の搬送
ロボット「SIGNAS」のほ
か、部品の状態を数値で見える化、予兆検知を実現す
るIoTサービス「OMNIedge」、ワーク形状にとらわ
れない汎用ロボットハンド　ならいハンドシリーズ
「TNH」、ヒト型ロボット「NEXTAGE Fillie」、
高機能非磁性製品「THK-NM1」などを紹介する。ま
た会期中、オンラインで参加できる「オンライン展示
特設サイト」を開催する。
■�三菱電機（ブース：3D-51）
　三菱電機は、「省エネ化・省人化技術を、食の現場
で実装～カーボンニュートラルの実現と、新たな食の
環境を見据えて～」をテーマにさまざまな製品・ライ
ンアップを紹介する。
　「省エネ化ゾーン」ではR463A-J/R410A兼用コン
デンシングユニット、エアー搬送ファン（冷凍室タイ
プ）、食品工場用照明器具などを出品。

　「省人・省力化ゾーン」では、設備用パッケージエ
アコン　ファシレアDDユニット内洗浄可能タイプ、
フロン法点検支援・機器管理ツール「MELflo」、遠
隔保守サービス支援ツール「MELく～るLINK」、製
造品質管理システム「SA1-Ⅲ」、廃水処理油分除去
システム　油分除去装置、協働ロボット「MELFA 
ASSISTA」、データサイエンスツール「MELSOFT 
MaiLab」、ネットワークカメラ「MELOOK AI」シ
リーズなどを展示する。
　「カーボンニュートラルへの貢献ゾーン」では、

R32対応一体空冷式ブラインクーラ、ヒートポンプ給
湯機、コンテナ冷却ユニット、カーボンニュートラル
に向けたファイナンス活用のご提案など。
　「安心・快適な現場作りゾーン」では、R463A-J/
R410A兼用ユニットクーラ低騒音・低風量仕様、産業
用除湿機、低温高湿度解凍装置　Hybrid Defroster、
差圧冷却システム、青空照明「misola」、ジェットタ

になるFDA準拠の集約型ケーブルグランド、配線す
るケーブル外径、ホース外径に合わせて分割グロメッ
トを選択し、四角
いフレームへ滑り
込ますだけの簡単
組立てができる分
割形の角形ケーブ
ルエントリー、分
割してコネクタ結
線済みケーブルでも簡単に配線ができる分割形の丸形
ケーブルグランド、シールドケーブルを押込むだけで
導通完了するシールドクランプなどを紹介する。
■�日立産機システム（ブース：3L-60）
　日立産機システムは、日立
製作所、日立グローバルライ
フソリューションズ、日立プ
ラントサービスと共同出展
し、日立グループブースとし
て「デジタルでつなぐ新しい
価値」をテーマに食品業界へ
課題解決の提案を行う。
　日立製作所による日立グループの食品製造DXソリ
ューション、日立グローバルライフソリューションズ
による香りのデジタル化で業務効率化支援を行う「香
りセンシングソリューション」、日立産機システムに
よるメンテナンス性を向上し、遠隔監視サービスを標
準搭載した産業用IJプリンタ「Gravis UX2シリー
ズ」、小型コンプレッサ「アモルファスモータ一体型
オイルフリースクロール圧縮機7.5kW」、片側全面吸
込みの気流構造により高い除塵能力を実現した「フラ
ッタージェットシリーズ　高性能エアシャワー」など
を展示する。
■�日東工器（ブース：4A-04）
　日東工器は、食品
製造工場などの流体
配管で使用可能な迅
速流体継手「カプ
ラ」や食品機械組込
用の小型コンプレッ
サ・ポンプを提案す
る。
　分解洗浄型　迅速流体継手「サニタリーカプラ」は
カプラならではの快適性でヘルール継手の問題を解決
し、HACCPによる衛生管理をサポート。業務用ガス
カプラは、カプラ内部に自動開閉バルブを内蔵、分離
時にガスを遮断させる安全構造で業務用ガス機器を迅
速につなぐ。レバーロックカプラ（金属製/樹脂製）
は軽いレバー操作で液体・気体・粉体を搬送。小型コ
ンプレッサ/ポンプシリーズは、ユニークなリニア駆
動フリーピストン方式のポンプをはじめ、低消費電力
でかつコンパクトな構造のポンプとなっている。
■�ヘラマンタイトン（ブース：4A-15）
　ヘラマンタイトン
は、食品・医薬品製造
現場での製造設備配線
の結束・固定に最適
で、金属検出機とX線
検出機、両方での検出
が可能な異物混入対策用結束バンドや固定具のシリー
ズ「メタルコンテントMCTXRシリーズ」を展示す
る。メタルコンテントタイは、HACCPシステムの構
築に効果的で、異物混入リスクを回避できる、安全、
安心、使いやすい鉄系成分入りプラスチック製インシ

ュロックタイ。このほか食品製造設備の配線・配管ソ
リューションを紹介する。
■�シュメアザール（ブース：5A-29）
　安全機器を開発・製造し、

2万5000種類を超える製品群
を持つシュメアザールは、食
品業界に向けて開発した電磁
ロック付きセーフティドアス
イッチ、非接触式セーフティ
センサなど安全機器や、洗浄
性などの面において要求の厳
しい、EUの食品機械の衛生
設計に適合したコマンド機器
類等、「機械安全」・「機械の衛生」の両方に有効な
製品を紹介する。
　電磁ロック付きセーフティドアスイッチAZM300シ
リーズは、保護等級IP69K、アクチュエータ挿入口の
ない革新的デザインの電磁ロック。電磁ロック付きセ
ーフティドアスイッチAZM40シリーズは、世界最小
の電磁ロックで、最高レベルの取付け自由度。小さく
てもロック保持力2000N。電磁ロック付きセーフティ
ドアスイッチ　AZM150シリーズはRFIDの技術に依
らず高レベルの個別コード化を実現した廉価な電磁ロ
ック。非接触セーフティセンサ（磁気式）BNS40S
は、保護等級IP69K、ステンレスボディで食品産業に
特化した非接触磁気式セーフティセンサ。
■�IDEC（ブース：4A-16）
　IDECは、
食品機械の安
全化・衛生化
に貢献するソ
リューション
を中心に提案
する。食品機
械のオペレー
タの履歴管理
・権限管理を
行う「スマートRFIDリーダ」や食品機械の操作パネ
ルに使用する、高い堅牢性と密閉性を持つ「メタルス
イッチ」、ウイルス感染対策・衛生対策に有効な「タ
ッチレススイッチ」、FAセンサ形状の「ミリ波レー
ダセンサ」などを出品する。
■�サトーパーツ（ブース：5A-30）
　サトーパーツは、寿司ロボット、おにぎりロボット
などに数多く採用されているガラス管用ヒューズホル
ダーをはじ
め、多くの
新製品を紹
介する。レ
ーザーマー
カーにより
個体番号を厳密に管理できるF-700シリーズ、食品ロ
ボットや搬送レーンに採用されているF-400、防水使
用のIP66のF-800シリーズなどを出品する。
■�CKD（ブース：5D-46）
　CKDは、環境
対応の包装形態と
してエコブリスタ
・包装機C F F -
360Eの実機を展
示する。プラスチ
ック使用量を大幅に削減する紙ブリスター、ガス置き
換えによる食品のロングライフ化するMAPブリスタ

ーも参考出品する。
　また添加エアの品質管理提案として除菌エアの安定
供給と食の安全を保つ抗菌・除菌フィルタSFCシリ
ーズ、インラインパーティクルカウンタEPCシリー
ズ（参考出展）、安心・安全な製造工程提案として食
品製造工程向け機器FPシリーズを出品。H1グリース
で食品汚染を防ぐFP1シリーズ、食品衛生法対応で食
品への添加流体に最適なFP2シリーズなどを紹介す
る。
■�ベッコフオートメーション（ブース：6A-62）
　ベッコフオート
メーションは、磁
力によって浮遊し
て高速移動する高
速リニア搬送シス
テムXTS、浮遊型
リニア搬送システムXPlanarに加え、ワークをピック
＆プレイスするパラレルリンクロボット、ワークの状
態や形状を識別するVisionシステム、HMIやIoT等の
機能を1台のコントローラで制御する統合型制御シス
テムを実機として展示する。またIP69K規格に準拠し
た防水・耐薬品洗浄が可能なリニア搬送システム

Hygienic XTS、高荷重搬送が可能な3rdパーティ製
ガイドを用いたリニア搬送システムXTSを展示する。
■�ifm efector（ブース：7A-01）
　ifm efectorは、食品
・飲料の生産性向上、
安定した品質での製造
を支えるセンサ各種は
幅広いラインアップが
あり、単体での紹介は
もちろん、IO-Link活
用や、ソフトウエアな
ど製造工程でのデータ活用を実現するトータルソリュ
ーションまで実際のプロセスに沿って解説し、既存設
備を活かしたシンプルに始められるIoTやスマートフ
ァクトリ化のノウハウも紹介する。
　ブースでは、コストと時間の節約を実現するレベル
検知、振動監視による予兆保全で稼働率および品質向
上、導電率による洗浄管理でプロセスの最適化を実
現、超純水でも正確な測定データ、食品産業向けIO-
Linkマスタ、製造工程のDXを実現するプラットフォ
ームmoneoなどを提案する。
■�ストーブリ（ブース：7A-13）
　ストーブリは、食品業界に特化した産業用ロボット
を販売し、洗える衛生ロボットのHE、高速ピッキン
グスカラロボットは食品工場に採用されている。ブー
スでは、乳製品、食肉加工、冷凍食品等厳しい衛生環
境が求められる
分野での自動化
ソリューション
を展開し、実機
デモとして前川
製作所製食肉加
工ロボットセル
ダスを展示す
る。3台のHEシ
リーズ6軸ロボットがセルの中で、食肉を加工する。
また、衛生性や洗浄性が求められる食品製造現場に最
適な食品用の6軸ロボットTX2-160などさまざまな食
品製造分野での自動化に最適なロボットを紹介す
る。

オル　スリムタイ
プ〈衛生強化モデ
ル・速乾モデル〉
などを紹介する。
■�ソルトン（ブー
ス：3F-77）

　ソルトンは、ア
イコテックのケー
ブルグランドなど
食品産業向けの機
器を展示する。省
スペース、低コス
ト、作業時間短縮
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■�オプテックス･エフエー（ブース：7C-14）
　オプテックス・エフエーは、「印字・外観・シー
ル不良を見逃さない！」をテーマに、印字検査カメ
ラをはじめ、シール不良を検査する熱画像検査装置
やIO-Link
関連製品を
紹介する。
　賞味期限
や製造所固
有記号など
の印字を検査する印字検査用画像センサGVS-OCR
シリーズ、ホットメルトやシール不良を熱画像で検
査する赤外線サーモグラフィXiシリーズ＋画像処理
システム、食品の異品種判別や外観不良を検査する
画像処理システムStella Controller、製造現場の予
知保全や省配線をIO-Linkで実現するIO-Linkマス
タURシリーズとIO-LinkセンサD4RFシリーズ、
CD2Hシリーズほかを展示する。
　また6月7日14時50分から東8ホールセミナー会場
で『AI外観検査と印字検査の業界最新動向』の出
展者セミナーを実施する。
■�安川電機（ブース：7D-02）
　安川電機は、「食を大変革」をテーマに、お客さ
まのスマート工場化に向けたソリューションコンセ
プト「i³-Mechatronics（アイキューブメカトロニ
クス）」のもと、生産の自動化から食品ロス削減や
サステナブル
な良品製造ま
で市場のニー
ズに応えるさ
まざまなソリ
ューションを提案する。
　展示品は、原料工程の自動化として、可搬質量20
㌔㌘と10㌔㌘の人協働ロボットを活用した原料取出
しセルで設定した生産レシピに合わせて原料を取出
す、人協働ロボット「原料取出しシステム」を展
示。自動栽培・安定供給として完全人工光型植物工
場システム「アグリネ」を展示。独自開発のコマ＆
レール方式を適用したシステムで、野菜の栽培環
境、栽培実績のデータを活用し、野菜の品質を安定
化する。品質検査・自動化として、自動外観品質検
査システムのAI画像判定ソリューション「Y’
s-Eye」、スマートファクトリーとしてMESを中心
とした工場見える化・製造管理システム「Y’
s-SF」、装置を止めないデータ活用として、生産
現場の自動化を支える産業用ロボットとモーション
コントロールを展示提案する。
■�デンソーウェーブ（ブース：7D-25）
　デンソーウェーブは、新製品の人協働ロボット
「COBOTTA PRO」を使用した惣菜工程の自動化
や、COBOTTAとAI模倣学習を活用したデモ機な
ど、食品業界で活用できるアプリケーションを紹介
する。
　人協働ロボットCOBOTTA PROを活用した協働
計量システム　（協賛展示：アールティ）は、従
来、人が行っていた食材の計量を、COBOTTA 
PROと人が協働で作業できるシステム。人協働ロ
ボットCOBOTTA PROを活用した惣菜盛り付けシ
ステム　（協賛展示：TechMagic）は、不定形の
惣菜盛り付けを、COBOTTA PROと食品専用のグ
リッパを組み合わせ、自動化するシステムで、高い
重量精度の惣菜自動盛り付け付や、人手作業の置き
換えを実現する。人協働ロボットCOBOTTAとAI

液 体 秤 量 ス キ ル を 活 用 し た 自 動 調 合 は 、

COBOTTAと ｢AI模倣学習｣ を活用し、膨大なプ
ログラミングが必要となる高難度な液体調合作業の
自動化を実現する。
■�Edgecrossコンソーシアム（7F-18）
　Edgecrossコンソーシアムは、Edgecrossのコン
セプト（つながる・ひろがる・かんたん）をテーマ
に、ブース全体をパン製造工場に見立て、製造工
程、包装工程、配送・ケース詰め等の各工程の「ト
ラブル」「人」「安全」といった代表的な課題に対
するソリューションをワーキングメンバーの24社で
提案する。FOOMAに出展される食品機械メーカと
ライブでつなげたブース間連携デモを活用して、包
装工程の国際標準規格PACKMLとの連携、現場セ
キュリティ対応もわかりやすく紹介する。
■�SMC（ブース：7G-16）
　SMCは、キャッチコピーを「省エネ＆省人化を
実現　～SMCの〝食の製造〟ソリューション～」
とし、食の製造に関わる人々に向けてソリューショ
ンを提供する。
　ブースでは、HACCPコーディネータがブース内
を案内して困りごとに回答するほか、省エネ＆省人
化を実現できる製品群を出展し具体的なアプリケー
ションの紹介、改善提案を実施。FDA規格適合材
質や、機械グリース未使用または食品用グリースを
使ったHF1-Series、グリース未使用または食品用
グリース使用＋接流体部はFDA適合材料を使った
HF2-　Seriesなど食品業界向け機器を紹介する。
■�たけびし（ブース：7G-22）
　たけびしは、ベンチャー企業とコラボして大変形
が可能なエンドエフェクタを使った不定形物のピッ
キングと双腕ロボットによる粉体秤量を実演するほ
か、AEセンサーとAIユニットを使った予知保全、
アラーム発生時の現場モニタリング、不定形物の瞬
時カウントなどさまざまな機能を備えた食工場監視
システム（食品工場DX）、食品の洗浄や鮮度維持
に有効なナノバブル、フード3Dプリンタ、テーラ
ーメイド食の製造工程に有効であるフローティング
リニア（6D）、閉鎖循環式陸上養殖システム、AI
ビジョンを使った誤配膳防止システムなど、次世代
のフードテックソリューションを数多く出展する。
■�立花エレテック（ブース：7J-07）
　立花エレテックは、食品製造装置メーカーと食品
製造会社向けの提案を豊富にラインナップし、IoT
プラットフォームを活用したソリューションを紹介
する。FOOMAに出展している他企業の装置の稼働
状況を遠隔監視する展示を用意し、実際にデモンス
トレーションを見ることができる。
　見える化では、製造ラインのどこでも見える化、
データの集約・可視化でPDCAサイクルを高速化で
き、スモールスタートから、大規模システムまで要
望に合わせ
てシステム
提 案 を 行
う。省人化
では、個別
包装菓子の
整列箱詰め
装置によって生産ラインの省人化のサポートを展
示。リモートメンテナンスでは、低圧モーターの

AIクラウド診断、IoTゲートウェイで遠隔監視・リ
モートメンテナンスなど遠隔地にある設備のメンテ
ナンスのお困り事解決を紹介する。

■�コネクテッドロボティクス（ブース：7K-25）
　コネクテッドロボティクスは、FOOMAアワード
2023で最優秀賞にノミネートされた惣菜盛付ロボッ
ト「De l i b o t」、初披露となる蓋閉ロボット
「Futappy」、「AI検査ソフトウエア」を実演す
る。
　惣菜盛付ロボット「Delibot」は、惣菜業界とし
て初めて食品工場に導入された、盛り付け工程を自
動化するロボット。ポテトサラダのような洋惣菜、
ひじき・きんぴら等の和惣菜など、不定形の食材を
定量測って盛り付ける事が可能。
　蓋閉めロボット「Futappy」は、惣菜や弁当など多
種多様な容器の蓋閉め工程を自動化するロボット。
現場の状況に応じて、大中小のさまざまなサイズ、
丸形、長方形などの複数の容器形状、外嵌合・内嵌
合・麺嵌合などの複数の嵌合方式にも対応できる。
　AI検査ソフトウエアは、不定形の原材料・加工
品、曲線の多い容器にも対応可能なAI検品システ
ム。食に特化したAI機能・データセットによっ
て、季節や品種によって状況が異なる食品製造工程
での検査に対応。ラインで流れる位置や角度、生産
品目が増えた際にも独自のアルゴリズムを組み合わ
せて活用ができる。
■�ブリヂストン（ブース：7M-15）
　ブリヂストンは、タイヤやホースの開発・生産に
おけるノウハウを活用したゴム人工筋肉（ラバーア
クチュエーター）を搭載したソフトロボットを、ロ
ボットの「指」となる部分に用いて、物流現場での
ピースピッキングなど人に頼っているさまざまな作
業の自動化の実現を目指している。
　ブースでは、国際的なフードアーティストの諏訪
綾子氏と協働し、「『つかめる』から『つなげ
る』」をテーマに、「食」を支えるブリヂストンの
ソフトロボティクスの可能性を紹介する。「たなご
ころ（掌）」をコンセプトに新たに開発したソフト
ロボットハンドのプロトタイプと、AIソフトウエ
アを組み合わせたピースピッキングロボットシステ
ムが、「食」をイメージした柔らかいモノを「いい
感じ」につかみ定位置へ届ける一連の動作のデモン
ストレーションを紹介する。
■�ユニバーサルロボット（ブース：7N-17）
　ユニバーサルロボットは、協働ロボットによる自
動化事例を実演デモを行う。
　パレタイジングでは、可搬重量20㌔㌘、リーチ長
1750㍉㍍とUR史上最大可搬重量、最長リーチの
UR20を活用したパレタイジングを行う。ロボット
質量は64㌔㌘と軽量で省スペースのため、取り扱い
が容易となっている。
　コンベアトラッ
キングAI仕分け
では、高速画像処
理のできる2Dカ
メラを使用し、コ
ンベアの動きに追
随してワークを仕
分けする。人の目
では判断が難しいような模様の判別や、多品種のラ
ベル認識、貼り付け不良チェックなどを実現する。
ラベル貼りでは、ラベラーから吐き出された商品ラ
ベルをビニール袋に貼り付けする。品種設定も容易
にプログラミング可能となっている。
■�ダイドー（ブース：7N-22）
　ダイドーは、導入・運用のハードルをより低減し

たアプリケーションと人協働型ロボットによる安心
・安全・簡単なアプリケーションにフォーカスして
展示する。AI搭載3Dビジョンと人協働ロボット
CRXシリーズの組合わせソリューションのCRXパ
レタイズシステムや、協働ロボットによる食品ピッ
キングのアプリケーションの食品ピッキングロボッ
トを紹介。
　また、年間1万人の顧客の自動化検討に対応す
る、国内4ヶ所（東京、名古屋、三河、福岡）、所
有ロボット100台の自社導入前実証・実験設備であ
る「ロボット館」、「オートマチックファクトリ
ー」でのサービスも案内する。
■�ファナック（ブース：7P-25）
　ファナックは、食品工場で使えるロボットを用い
た自動化システムを実演する。食品業界でも使え、
ロボットが初めてでも簡単に操作でき、安全性の高
い協働ロボットCRXシリーズの操作体験をはじ
め、ロボット適用例として食品対応ステンレス製ロ
ボットによる冷凍ハンバーグの搬送デモ、食品対応
スカラロボットによる高速箱詰め、スカラ天吊ワー
ク搬送などを展示する。
■�コンバム（ブース：7Q-25）
　コンバムは、食品衛生法に適合した新製品「食品
・医療品向けFDA対応吸着パッド」や「抗菌吸着
パッド」のほか、繊細な食品ワークに最適な非接触
パッドや、SUS材質のエジェクタも出展する。
■�HMSインダストリアルネットワークス（ブース：
8C-13）
　産業用向けの通信・ネットワーク製品やソリュー
ションを開発、販売しているHMSインダストリア
ルネットワークスは、産業用設備とソフトウエアや
システム間の通信や情報共有を可能にし、世界中に
設定された何百万台ものデバイスや機械を接続し、
これらを通じてワイヤレステクノロジーやクラウド

IIoT接続を組み合わせたサスティナブルで信頼性が
高く、安全かつ堅牢な通信ソリューションを提供し
ている。
　ブースでは、リモートアクセスゲートウェイ

Ewon Cosy+、機器のネットワーク接続の問題を
解決するAnybus Gatewayシリーズ、産業用ワイヤ
レスソリューションAnybus Wirelessシリーズ、リ
モート接続とデータ収集で
産業用IoTプロジェクトを成
功に導くゲートウェイEwon 
Flexy産業用データソリュー
ション、産業用ネットワー
クの問題点を把握し、工場
の安定稼働を支えるAnybusネットワーク診断製品
などを紹介する。
■�アイエイアイ（ブース：8J-07）
　電動アクチュエーター・直交型ロボットのアイエ
イアイは、小型産業用ロボットの新製品を展示す
る。食品製造プロセスでさまざまな用途に利用でき
る防塵防滴仕様のラインナップや、簡単操作の「エ
レシリンダー」の食品アプリケーションデモ機を展
示する。焼き菓子生地充填デモ機は、焼き菓子のト
レーをXYZ方向で自在に動かし、パターン配列され
た型に自動で生地を充填。チョコレート箱詰めは、

IXAスカラでチョコレートの箱詰めを高速で行う。
箱詰め工程を自動化し、省人化を実現する。インデ
ックステーブルバイアル瓶は、超小型エレシリンダ
ーなどを用いて瓶の位置決め、ノズルの昇降、中栓
の圧入をオール電動にて構築している。



２０２３年（令和５年）６月７日　　　（6）

フエニックス・コンタクト　世界最強のFA電源に向けて

　制御盤用機器の接続方法は、スプリング式、いわゆるPush－in接続が急速に広がっていますが、電源系統は
ねじ式が根強く使われています。しかし近年はPush－in化したスイッチング電源が採用されるケースが増え、
「電源系統でもPush－in」という流れができつつあります。
　その流れを作ったのが、業界に先駆けてPush－in接続を採用したフエニックス・コンタクトのスイッチング
電源「TRIO POWER（トリオパワー）」シリーズ。電源へのPush－in採用は、日本法人の熱意とねばり強い要
求によって実現しました。TRIO POWERへのPush－in採用と新製品「TRIO POWER 3」について、フエニック
ス・コンタクト日本法人のICE統括部フィールドマーケティング部長・木本敏広氏と、ドイツ本社のTRIO 
POWERプロダクトマネージャのアレクサンダー・ハネケ氏に話を聞きました。

制御盤へのDINレール電源を
グローバルで展開

　―御社の電源製品について教えてくだ
さい。
　木本氏　弊社は制御盤で使われるDINレ
ール電源（DINレール取付型スイッチング
電源）を展開し、上位機種から順に、ハイ
エンドモデルの「QUINT POWER（クイ
ントパワー）」、ハイスタンダードモデル
の「TRIO POWER（トリオパワー）」、
ベーシックモデルの「UNO POWER（ウ
ノパワー）」、フラットモデルの「STEP 
POWER（ステップパワー）」の4つの主
力シリーズをラインアップしています。
　ハイエンドモデルのQUINT POWER
は、インフラやプラントなど一度設置した
ら半永久的に長く使われる用途に向けたも
ので、長寿命や冗長化に加え、消費電力や
寿命など監視機能に優れています。ハイス
タンダードモデルのTRIO POWERは、主
にFAの制御盤をターゲットとしてブース
ト機能とモニタリング機能を強化し、ベー
シックモデルのUNO POWERとフラット
モデルのSTEP POWERは、無負荷損失が
低く、コンパクトなDINレール電源となり
ます。
　―盤内の電源といえば、日本では中板
に取り付けるタイプが多く使われていま
す。
　木本氏　欧米では他の盤用機器と同じよ
うに、電源もDINレール取り付けタイプが
一般的ですが、日本ではDINレール電源を
作るメーカーがなく、先に汎用ユニット電
源が制御盤でも普及したため、中板に直接
取り付ける手法が一般的でした。しかし、
各メーカーも製品を取りそろえてきてお
り、DINレール電源のシェアは伸びていま
す。
　弊社のTRIO POWERの2世代目となる
「TRIO POWER 2」も2022年に最高販売
数を更新し、このほど3世代目となる
「TRIO POWER 3」を発売する予定で
す。

DINレール取付＆Push－in採用で
ヒット商品に

　―TRIO POWER 2が好調となった理由
は？
　木本氏　2015年の発売当初は弊社の電源

の知名度が低く、DINレール電源も普及し
ていなかったことで苦戦しましたが、日本
でDINレール活用が当たり前になっていっ
たこととPush－inの普及が追い風になり
ました。
　今はPush－inが当たり前になっていま
すが、当時は日本でも端子台をはじめ盤用
機器のPush－inが本格的に普及してきた
時期です。TRIO POWER 2は電源機器と
して接続方式にPush－in初めて採用し、
Push－in化の大きな波に一緒に乗れたこ
とが大きかったと思います。
　ちなみに、TRIO POWER 2へのPush－
in採用は日本法人からの発案です。日本の
アイデアがグローバルの製品に採用されて
ヒットし、今ではスタンダードとなってい
ます。

電源へのPush－in採用は
日本からのアイデア

　―電源のPush－in化が日本発だったと
は初めて聞きました。
　木本氏　電源機器の結線方式について、
日本だと今もねじ式で丸型圧着端子が多く
使われていますが、TRIO POWER 2の開
発当時の2010年代初頭は、欧米でも欧式ね
じ式と言われる、ねじのケージクランプ式
の結線方式が主流でした。弊社も社内では
端子台など盤用機器のPush－inを推し進
めていたにも関わらず、電源機器への
Push－in用には「電源系統だから」とい
う理由で懐疑的でした。
　しかし日本法人ではスイッチング電源で
もPush－inが必要であると考え、Push－
in採用に向けて必死に社内ロビー活動を行
いました。ドイツ本社の電源ビジネスユニ
ットからは「世界的にねじ式が無難であ
る」と何度も却下されましたが、繰り返し
粘り強く言い続けた結果、TRIO POWER 
2の開発は日本法人と意見交換をしながら
進めるということになりました。
　実際は、電源事業の売り上げはQUINT 
POWERが引っ張っていたので、TRIO 
POWER 2ではPush－in化に挑戦できたの
でしょう（笑）。
　―ねばり勝ちですね。開発は順調に進
みましたか？
　木本氏　私は外からガンガンと意見を言
う役割でしたが、当時のドイツ本社の製品
担当との折衝も初めは手こずりました。そ

れでも、市場やお客さ
まからの声、販売の最
前線にいる営業の声を
まとめ、熱意を込めて
真剣に会話することで
本社側も理解してく
れ、そこからはうまく
進んでいきました。
　TRIO POWERは
FA・制御盤用となる
ので、インフラやプラ
ント向けのQUINT POWERほど多機能で
なくても良く、シンプルでスリム、さらに
強靭さが必要でした。そのためTRIO 
POWER 2では「世界最強のFA用電源」
を目指しました。端子台は弊社の基板用端
子台「COMBICON」を採用し、サイズも
小型化し、新機能として「ダイナミックブ
ースト機能」を追加しました。負荷の突入
電流があっても立ち上がるよう瞬時ハイパ
ワーを出力する機能で、FAで考えられる
突入電流は数秒あれば十分なのでブースト
機能はどうしても欲しかった機能でした。

固定観念をくつがえし
今ではPush－inが電源の定番に

　―苦労の末完成したTRIO POWER 2で
すが、社内の評価はどうでしたか？
　木本氏　他国からの最初の評価は最悪で
した（笑）。グローバルへの披露の場で、
「日本の意見も取り入れて開発した次世代
のFA用電源」だと打ち出したのですが、
特に欧米諸国から「電源ラインはねじ式だ
ろ？」「何で日本に聞くのだ？　日本は電
源がそんなに売れてないだろう？」「なぜ
欧米の意見を無視するのか？」など厳しい
意見が圧倒的でした。当時、欧米では信号
系のPush－inも普及途上にあり、そこを
電源でやろうとしたので想像以上にたたか
れました。一方で、少数ながら欧米でもブ
ースト機能やスリムさはFA用にはちょう
ど良いと評価した人もいて、これを欧州ね
じ式で出してほしかったという声もありま
した。私も製品担当も非常に肩身の狭い思
いをしましたが、色んな英語が嫌みやスト
レートな反発を受けるのも貴重な体験でし
た（笑）。
　それでも年々、電源のPush－inも欧米
で理解されて普及し、いまでは保守的な業
種以外、特にターゲットとしたFA業界で

はとても好調です。Push－inばかり目が
いきがちですが、TRIO 2もTRIO 3も彼ら
と作り上げた特長はこれだけではありませ
ん。スリムさ、ブースト機能なども日本発
で訴えた仕様です。日本発と言っても良い
TRIO POWER 2が世界中で売れ、とても
うれしく感じています。

小型・強靭化、さらに便利機能が
追加された新製品TRIO POWER 3

　―後継機種としてTRIO POWER 3の発
売が予定されています。特長やアップデー
トした点など教えてください。
　アレックス氏　TRIO POWER 3は、
TRIO POWER 2に続く「世界最強のFA電
源」として、スリムさと強靭さに磨きをか
けています。
　Push－inはTRIO POWER 2からそのま
ま引き継ぎ、サイズは480WでTRIO 
POWER 2に比べて幅を20％、体積では35
％削減し、見た目から小さくなったことが
分かるほど小型化しています。取り付け方
向もDINレールアダプタによって縦横の両
方に対応し、設計自由度が高くなっていま
す。また配線作業をサポートする機能とし
て、その機種に適合する電線の線径と剥き
線長さを筐体に印字またはラベルで表示し
ており、作業時に調べる手間を省き、ミス
も防止しています。
　新たに追加したものとしてモニタリング
機能があります。3色に変化するLEDを前
面に配置し、緑は正常、黄色は90％以上の
負荷状態、赤はショート、点滅は故障を表
し、点灯によって機器の状態が一目で分か
り、保守・メンテナンスに便利です。
　さらに追加モデルとして、電源とサーキ
ットブレーカを一体化したモデルもライン
アップしています。電源に4・8系統のサー
キットブレーカが付き、それぞれを別々に

取り付けた時よりも69％小型化でき、サー
キットブレーカの電流値の設定も簡単に行
うことができます。IO－Linkにも対応
し、機器の状態のリモート監視にも対応し
ています。

日本とドイツのコラボレーション製品
世界で拡販へ

　―TRIO POWER 3の発売と今後に向け
て。
　木本氏　TRIO POWER 3の開発には3
年前から携わっていて、違う国、違う文化
を持つ人間が理解し合い、協調して何かを
作り上げる過程に生きがいを感じてきまし
た。その集大成としてかっこいい製品、役
に立つ製品が世に出すことができ、とても
満足しています。
　すでにグローバルでも日本でも受注を開
始しています。これからお客さまへの提案
をますます強化し拡販していきます。
　アレックス氏　日本法人は、TRIO 
POWER 2で電源のPush－in化という固い
ドアをこじ開け、実績も作ってくれまし
た。そのためTRIO POWER 3の開発が始
まった時、部署内では「真っ先に日本に相
談しよう」ということになり、日本の意見
も多く取り入れています。TRIO POWER
以外のシリーズでも、弊社の電源には多く
の日本発のアイデアが採用されていて世界
中で貢献しています。日本とドイツはいず
れもFAが強い国で、私たちはしっかりと
コラボレーションした良いチームだと思い
ます。
　TRIO POWER 3の開発を通じ、ここま
で国を越えた人間同士が真剣に語り合うこ
とになろうとは思っておらず、いろいろと
成長することができました。この成果とし
てTRIO POWER 3が世界を席巻する電源
になってほしいと願っています。

日本発のアイデアで電源をPush－in化
FA・制御盤向けスイッチング電源TRIO POWERの進化
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